






要約:川崎病を対象として可溶性トロンボモシュリン(TM)とくに,尿中 TM について検討し

た。川崎病の尿中 TMは急性期に高値を示し,以後漸減し回復期には正常範囲であった。川

崎病急性期における尿中 TM は,血中 TMと正の相関を示し,各種小児疾患に比しても有意に

高値を示した。また,分子種の検討においても種々の新たなバンドや低分子領域のバンドの

増強が認められた。以上の成績は,川崎病急性期の血管内皮細胞障害を意味し,さらに機能

の面からも本症の血栓形成との関連が示唆された。 


